
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育②事例（聴覚障がい）

担当：特別支援教育課指導係



本動画は、
「令和５年度
特別支援教育教育課程改善の手引」

の事例を基に作成しています。

北海道立特別支援教育センター
「特別支援教育教育課程編成の手引・改善の手引」
のページにつながります。



健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(3) 身体各部の状態
の理解と養護に関
すること

(4) 障害の特性の理
解と生活環境の調
整に関すること

(2) 状況の理
解と変化へ
の対応に関
すること

(3) 自己の理解と行
動の調整に関する
こと

(4) 集団への参加の
基礎に関すること

(1) 保有する感覚の
活用に関すること

(3) 感覚の補助及び
代行手段の活用に
関すること

(4)コミュニケーション
手段の選択と活用に関
すること

(5) 状況に応じたコミュ
ニケーションに関する
こと

【指導目標】 自己の障がいの状態を踏まえ、状況に応じた支援を求めることができる。

【具体的な指導内容】

① 聞こえの程度や聞こえ方など、
自己の障がいの状態について客観
的に把握する。

② 自己の障がいの状態について相
手に説明したり、必要な支援を要
請したりする。

③ 相手や状況に応じてコミュニ
ケーション手段を選択したり、
組み合わせて活用したりする。

【実態把握】

【指導すべき課題の整理】

○中学部第3学年生徒Ｄ 「自己の聴覚障がいへの認識を深め、相手に配慮してほしいことを伝える指導」

【事例４・聴覚障がい特別支援学校】段階的に障がい認識を深めることを目指した取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【指導の方法】

・客観的なデータを基に、聞こえやすさや聞こえにくさ等を自己分析シートに記録する。
・自己の聞こえの状況や最も理解しやすいコミュニケーションの方法について、他者に説明する。

【取組のポイント】

〇 生徒が自己の障がいの状態について把握し、伝えたいことを自分の言葉で整理してい
るか確認する。
〇 指導者間で生徒の変容や評価を共有した上で、障がい認識の状況を踏まえ、段階的
に指導する。

【事例４・聴覚障がい特別支援学校】段階的に障がい認識を深めることを目指した取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

【生徒の変容】

・自己の障がいの状態について把握することができた。
・聞こえに配慮した対応をしてもらえるよう自己の聞こ
えの程度や聞こえ方を他者に伝えることができた。

・自分にとって最も理解しやすいコミュニケーションの
方法について、相手に伝えることができた。

【指導の評価・改善】

・個別の指導計画等に基づき、計画的な当該
生徒の障がい認識の段階を踏まえて、学校
全体で系統的に指導する。

・相手や状況に合わせて、求める内容や伝え
方を工夫する。

○中学部第3学年生徒Ｄ 「自己の聴覚障がいへの認識を深め、相手に配慮してほしいことを伝える指導」



【事例４・ 聴覚障がい特別支援学校】段階的に障がい認識を深めることを目指した取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

◆ 生徒の障がい認識の段階を踏まえた指導の一例

評価・改善のポイント

障がい認識段階表に基づく評価と改善

障がい認識の段階 必要な指導内容

第４段階 自己の障がいについ
て周りに発信できる

・自己分析シートの作成
・説明内容や発信方法の工夫

第３段階 自己の特性に合わせ
た行動ができる

・音声、文字、手話、指文字
等の選択と活用

第２段階 自己の障がいについ
て理解する

・自己の聴覚障がい（聞こえ)
やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの方法への理解

第１段階 障がいについて知る ・自分と他者との違い
・聴覚障がいとは

障がいの状態について説明する指導の例

・当該生徒の発達の段階及び障がい認識の段階に応じて、指導内容や方法を見直し、効果的な指導に努めること
・行事や交流の機会と結び付けて、達成感を実感できるような機会を設定するなど、計画的に指導すること
・毎年同じことに取り組むようなことがないように、指導の経過を個別の指導計画に記し、引き継ぐこと

）

＜生徒Ｄが在籍する聴覚障がい特別支援学校での取組＞
・文献を基に障がい認識の段階について校内で検討し、障がい
認識段階表（試案）を作成した。

・生徒Ｄの自己の障がいに対する認識の段階を踏まえ指導した。

【自立活動の指導例】

①必要な項目の選定
・自己分析シートに含めるべき項目を選定する。

②各段階の理解
・選定した項目について、客観的な数値や自己・他者評価
を通して、自己理解を深める。

③自己分析シートの活用
・障がいの状態や必要な支援について他者に説明する。
＊校外学習や交流、修学旅行など、実際に学校の外に出て
他者と伝え合う場が控えていると、より効果的である。

）

＜自己分析シート作成の取組＞
・自己の障がいの状態や必要な支援の内容や方法を他者に伝
えるための、「自己分析シート」を作成した。

・本シートの作成を通して、自己の障がいの状態を把握した。


